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板
橋
小
学
生
が

　
　
　

市
役
所
を
見
学

　

10
月
16
日
、
板
橋
小
学
校
２
年
生

の
代
表
児
童
が
生
活
科
の
学
習
の
一

環
と
し
て
、
伊
奈
庁
舎
の
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
各
課
を
見
学
し
、

職
員
か
ら
仕
事
の
内
容
や
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
特
に
市
の
人
口
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
関
心
を
高
め
て
い
ま
し

た
。

お
い
し
い
新
米
を

　
　
　

い
た
だ
き
ま
す

　

10
月
19
日
、
小
張
・
谷
井
田
・
豊

小
学
校
に
お
い
て
、「
伊
奈
穂
ふ
れ
あ

い
給
食
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
ご
飯
は
６
年
生
が
体
験

学
習
で
植
え
た
「
ゆ
め
ひ
た
ち
」
で

す
。
収
穫
の
喜
び
や
、
生
産
者
へ
の

感
謝
の
心
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
開
催

さ
れ
、今
年
で
12
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
笑
顔
で
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
小
張
小
学
校
）

小
絹
自
治
会
が
続
け
る

　
　
　

清
掃
奉
仕
活
動

　

小
絹
自
治
会
で
は
、
市
の
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
以
来
、
毎
月

当
番
制
で
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
清
掃

奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
21
日
、
当

番
の
小
絹
上
東
１
～
３
班
の
43
名
が

参
加
。
区
長
の
指
示
の
も
と
広
い

建
物
の
中
を
隅
々
ま
で
掃
除
し
た
ほ

か
、
周
囲
や
公
園
の
草
刈
り
、
用
具

を
持
ち
寄
っ
て
伸
び
た
植
え
込
み
の

刈
り
込
み
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

伊
奈
高　

東
日
本
学
校

吹
奏
楽
大
会
で
金
賞

　

10
月
７
日
、
石
川
県
金
沢
市
金
沢

歌
劇
座
で
行
わ
れ
た
「
第
７
回
東
日

本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
で
県
立
伊
奈

高
等
学
校
が
金
賞
（
第
３
位
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

伊
奈
高
校
は
、
35
名
以
内
の
編
成

の
Ｂ
部
門
で
参
加
し
て
お
り
、
県
大

会
、
東
関
東
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
、

今
回
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
に
は
、
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　


